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第１回北広島市観光基本計画懇話会 議事録（概要） 

 

1 日時  平成 30年 12月 21日（金） 18時 30分から 19時 30分 

2 場所  北広島市役所 1階 多目的室 4  

3 出席状況 

NO 氏   名 職 業 等 出欠 

1 山 田 久 俊 
北広島市観光協会会長 

出 

2 早 田 顕 輔 
札幌リージェントゴルフ倶楽部 総支配人 

出 

3 三 上 太 一 
三井アウトレットパーク札幌北広島 所長 

出 

4 木 田 勝 彦 
札幌北広島クラッセホテル 総支配人 

出 

5 遠 藤   正 
札幌国際大学 教授 

出 

6 山 口 規 子 
市民 

出 

7 善 甫 啓 太 
株式会社フジドリームエアラインズ札幌空港支

店 支店長 
出 

 

北広島市観光基本計画懇話会事務局 

所 属 役 職 氏 名 

経済部観光振興課 

部 長 水 口   真 

課 長 山 田   基 

主 査 波多野 拓 也 

主 任 千 葉   啓 

 

傍聴者 

人 数 

1人 
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1. あいさつ 

経済部長からあいさつ 

 

 

2. 協議会構成員の紹介・事務局の紹介 

各構成員、事務局員の自己紹介 

 

  

3. 座長及び副座長の選出 

要綱第３条第２項に基づき、座長を構成員の中から選任する。 

事務局案の承認により札幌国際大学の遠藤氏を座長とする。 

 

 

4. 座長挨拶 

 以降の議事は座長による進行となる。 

 

 

5. 確認事項 懇話会の目的と今後のスケジュールについて 

 事務局から説明し、特に質疑等なし。 

 

 

6.  議案１ 懇話会の運営について 

 事務局から説明し、特に質疑等なく了承された。 

 

 

7.  議案２ 懇話会の公開等について 

 事務局から説明し、特に質疑等なく了承された。 

 

 

8.  議題 北広島市観光基本計画の改定について 

 事務局から説明した。 

○構成員 

  観光計画の上位計画として総合計画があると思うが、総合計画自体もボールパークの開業に合わ

せて同じように期間を延ばすのか。 

 ○事務局 

  総合計画は、現時点では当初の計画通り進むことになる。 

 ○構成員 

  総合計画が先に策定されて、観光基本計画は２年遅れて策定されるということか。 
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 ○事務局 

  そうである。 

○構成員 

  総合計画が上位計画という説明があった、それとリンクして観光基本計画も策定しなくてはいけ

ないというものではないということか。 

○事務局 

  観光基本計画はより細かくブレイクダウンして施策を展開していかなければならないし、現行計

画よりはもっとアクションプランというか、実行計画もある程度年次を定めてやるべきものに今後

変えていきたいと思っている。そのための２年間延長という性格が強いかもしれない。 

○構成員 

  上位計画とのズレが問題なければ、特に異議はない。 

○座長 

  ２年間はあっという間である。単純に野球を見に来てもらって帰るというのではなくて、野球が

ない時でも北広島に来てもらったらいいなという、ボールパークを核として観光振興とか地域振興

につながればいいなというのは皆さん一致していると思う。 

 ○事務局 

  既存の観光施設が現行の計画にある中で、新しいボールパークという集客施設がどのような形で

まちに影響を与えるかというのは、色々な形で考えていくべきだし、より地域の隅々が活性化する

ような議論が必要だと思っている。 

○構成員 

  ニセコではよく山と町と言われている。山は観光客で賑わっているが町に落ちてこないというこ

とがある。ここもボールパークだけが賑わってしまうと、いい機会になる可能性を逸してしまうの

で、そうならないための２年間になると思う。 

○構成員 

  現在の重点プロジェクトである都市型観光推進協議会やきたひろシティプロモーションの中で、

ボールパークを取り上げることがあると思う。それらと並列してよいものかどうか。 

 ○事務局 

  ボールパークは施策の位置づけも難しいと考えている。大型商業施設というよりはまちの一部と

言え、観光計画だけでは持ちきれない部分がある。重点プロジェクトに置いたのも、観光側として

はボールパークの事業が動く前に何らかのアクションを起こしたいので重点プロジェクトに位置付

けた。基本方針や基本施策の改定ということになると、もっと時間をかけたほうがいいというのが

事務局の考え方である。 

次期計画の時には都市像の部分からのブレイクダウンになるが、まだ全体像が見えていない。改

定内容にテーマ別構想の中で温泉施設であったりホテルであったり、構想ではあるが、今はまだ見

えていない。見えるタイミングで動きやすくしていくというのも改定の一つの目的である。時期の

改定では根っこから変わっていくと思う。 
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9.  その他（次回開催日について など） 

 次回の開催日について、1月 10日（木）18：30からとして決定した。 

 

○構成員から、観光協会の組織強化について皆さんから意見を求める旨発言あり。 

観光協会はイベント中心でやってきた。ボールパークができることで観光協会としての役割や求

められるものももっと大きくなっていくと思う。今後、観光協会の組織の強化という部分について

ご意見を頂ければと思う。 

○座長 

   今までの観光協会はイベントをこなすことがメインの役割。今はまちづくりとか様々。よく聞く

ＤＭＣやＤＭＯはまさにディスティネーションマネジメント。今後の観光協会を、ボールパークが

来ることによって色々なお客がくるなかで、どうやって地域に恩恵を与えるか、まさにマネジメン

トが必要になってくる。観光協会の組織や機能を新たに１ステージ上げるような形で関係者で議論

していただければと思う。 

○事務局 

事務局のほうから素案をお示しして、皆様にご意見いただければと思う。観光協会という組織を

市民の方や関係企業などに浸透できるような取り組みが必要であると考える。 

基本計画の中で観光の全国的な動向や統計データについて、次回は新しいものをお示ししたいと

思う。 

 

 

10. 閉会 

○座長 

これをもって閉会とさせていただきます。お疲れさまでした。 

 

 

 


